　昼なお暗いレストアの大森林を北に行くと、クリットと呼ばれる小さな泉がある。
　そこに一人の小さな女の子がいた。

くるくるした白く長い髪。豆乳色の静電気を纏う小さな二本の雷角。そしてその下にある黄色の眼。その少女はレストアの大森林ですら珍しい雷羊人だった。雷羊人の少女は水面に映る自分の顔を見て、溜息を吐いた。

少女は悩んでいた。原因は目の前に広がる泉。生まれて十三の歳を数えたものは、ふた月の旅路を一人で越え、クリットの泉を訪れなければならないという決まりがある。泉の水を飲むためである。クリットの泉の水は、飲むものの体をより強く、頑丈に変える。少女の体は未だ小さく細いが、それも泉の水を飲めば、いかなる魔獣にも引けをとらない戦士へと進化を遂げられる。だが、この進化が、少女を躊躇わせていた。雷羊人の戦士は丈高く、雷角もより鋭い。今の自分の小さな体が急にそのようなものに変わるというのが少女には恐ろしかったし、細くともしなやかな今の体が好きだというのもまた、少女の気持ちだった。これらの感情と村のために強くあらねばならないという義務感の衝突が、少女を苦悩させていた。
　雷羊人の少女が泉に着いてから、三日経った。

　その間少女は、泉の傍に立つカペリアの樹の根に腰掛け、森林にぽっかりと開けた穴から空を見ていた。時たま泉に近寄っては、喉を鳴らし、しかし泉に映る自分の姿を見て尻込みして、根へと戻っていった。元々、最低限の荷物しか持たない旅である。旅のための食料には手をつけられず、空腹はカペリアになる実を食べることで癒した。水は飲まなかった。この近辺にはクリットの泉を除いて水場はなかったし、村の人達を裏切っているのだという思いが、水筒の水を飲むことを許さなかった。喉がこれ以上ないくらいに渇けば、泉の水を飲んでしまえるかもしれないという思いもあった。
　森林にぽっかり開いた穴から注ぎ込む夕陽が、泉を橙色に染めはじめた。もうじき夜になるのだと、少女は思った。四日目の夜だった。

「どうしたら、いいんだろう……」
　少女は旅ぶくろを抱きしめると、それに顔を埋めた。旅ぶくろには、旅のための荷物の他に一着の服が入っている。今の少女の体には不相応なほど大きい長衣だ。この時のためにと、両親が拵えてくれたものだった。旅ぶくろからは村の匂いがした。少女は、それが酷く懐かしいものに思えた。

　ざぁぁ、と木々のさざめく音がした。

　森林の隙間を縫うように風が吹き、クリットの泉にさざなみを作る。

　冷たい風に、少女は身を強張らせた。少女の着ている短衣では風は防げない。少女は敷物代わりにしていたマントを身に付けた。だが、それでも秋の風を防ぐのは難しかったので、仕方なしに、少女は集めておいた薪に火をつけた。
　日が沈むのは早かった。森はあっという間に黒く染まっていった。その日は満月だったので、泉の水面には満月が映っていた。少女はその満月を見ながら、一人ひざを抱いていた。

　未だに答えは決まらなかった。

　しかし日が経つごとに焦りはどんどん強くなってきている。

　自分はいったいどうしたいのだろうか。少女は考えた。泉の水を飲み、立派な戦士になりたいのか。違う。ではこのまま、泉の水を飲むことなく村に帰りたいのか。違う。泉の水を飲みもせず、村にも戻らず、はぐれ者として一人生きるのか。違う。この体のまま、戦士のように強くなりたいのか。しかしそれは無理なことだと分かっている。

　自分が何をしたいのか分からないのか――それも、違う。私は、できることならば、泉に旅立つ前の日々に戻りたいだけなのだ。けれどそんなことはできはしない。

　少女は満月からたき火へと視線を移した。そして体を強く抱いた。心臓の音が、腕を通して伝わってくる。少女は目を閉じた。たき火の熱が体の芯を火照らせる。まぶたが重くなる。少女はもう何も考えたくなかった。旅ぶくろを枕代わりにし、マントを念入りに体に巻きつけて、少女は眠りに落ちた。

　ぺきり、と枝の割れる音がした。

　根に寄りかかるように、窮屈な姿勢で眠っていた少女は、意識の隅に引っかかったその音で目を覚ました。辺りは相変わらず暗かった。たき火は燃えかすになっていて、満月を映す泉だけが、真っ黒な視界の中でひっそりと光を放っていた。

　少女はなるたけ身を縮ませて様子を窺った。枝の割られる音は、わずかに近づいてきているようだった。森に落ちた枝を、何者かが踏み割った音だ。少女は不安になった。魔獣かもしれなかった。クリットの泉はレストアの大森林の中でも北に位置する。一週間も北に進めば、そこはもう魔境としか言えない黒い森、シヴァルフが広がっていた。

「（はぐれがきたって……おかしくない）」

念のために雷角に力を込めながらも、少女は、相手が自分に気付かずに通り過ぎてくれることを祈っていた。しかし、そんな少女の思いとは裏腹に、枝の踏み割られる音はどんどん少女に近づいてくる。
　ぺきり、ぺきり、ぺきり。

　少女は、最早相手が自分を狙っているとしか思えなかった。なるべく気配を消しながら腰を上げる。その腰が重いのに、少女自身が驚いた。けれどすぐに、それが当然のことだと気付いた。日がな一日座り込み、秋の寒さのなかマントとたき火だけで四日も過ごしてきたのだ。腰を痛めたとしても仕方がない。しかしその仕方なさは、すぐに恐怖へと変わっていった。この小さな体、それすらも万全でない状況では逃げることすらできないだろうと思えたから。それに気付いた途端、角に込めていた力も抜けていった。足にも力が入らない。立ち上がりはしたものの、一歩も動けなかった。ただただカペリアの樹に寄りかかって、泉に木霊する枝の割れる音を聞いていた。

　ぺきり、ぺきり、ぺきり。

　どくんどくん、と心臓の音がやけに大きく聞こえた。このようなことは、少女にとっては生まれてはじめての経験だった。泉に辿り着くまでの旅で危険に遭わなかったわけではない。獣に追われて木に登ることでそれをやり過ごしたこともあったし、逆に雷角で返り討ちにすることもあった。けれどそのような時でも、この時ほどに、自分の命というものを自覚したことはなかった。不意を突かれたからだろうか、体調が万全でないからだろうか、魔獣かもしれないという恐れがあるからだろうか、それとも――。
　動けなくなるほどの不安はすぐに嗚咽へと変わった。何もかも吐き出したくて仕方なかった。だがここで嗚咽を漏らせば、まず間違いなく相手に気取られる。少女は口の端からわずかに息を漏らしながら、痛いくらい見開かれた目で、枝の割れる音のする方を凝視した。

　ぺきり、ぺきり、ぺきり。

　足が震える。少女はカペリアの樹に必死にしがみついた。樹の支えなくして立っていることさえできなくなっていたから。音はどんどん近づいてくる。もう数メートルとないのではないだろうか。
「（に、逃げないと）」

　少女は心の中で自分を急かした。しかし体は動かない。今となっては、この小さくて細い自分の体が恨めしかった。貧弱な体。このままいけば、あと数十秒後には蹂躙されてしまうだろうこの体が――。

　ぱきん。

　一際大きい、枝の割れる音が響いた。

　どくり、少女の心臓が熱く揺れた。

　ふと、首が回った。

　少女の目に映ったのは泉。飲むものを強く変えるクリットの泉。

　背筋がゾクリとした。

　飛び込めばいい、泉を見た瞬間、少女はそう思った。

　満月を映すあの泉に飛び込みさえすれば、助かる。死ななくて済む。雷羊人の戦士は魔獣になど引けを取らないから。泉の水を少し口に含めば生きて帰れるのだ。そもそもそれが旅の目的ではなかったか。何も、罪悪感を持つ必要もない。
　少女は喉が鳴るのを抑え切れなかった。

　死か、進化か。

　どちらかを選ばなくてはならない。死なんて選べない。だったら――。

　動かなかったはずの足が、一歩、また一歩とよろめき動く。泉まで距離はそうない。魔獣が気付いて襲ってきても十分間に合う。少女は水面に映った満月を目印に、泉へと寄った。飛び込もうと思ったが、足がすっかり痺れてしまって力は入らなかった。仕方ないから膝の力を抜いた。簡単に、少女の体は泉の淵に落ちた。四つん這いになりながら、少女は水面に顔を近づけた。その時になってやっと、魔獣らしき者は少女に気付いたようだった。敵意が少女に向けられる。だがそれは遅すぎる反応だった。少女は嬉しさのあまり顔が歪むのを感じた。

　さざなみ一つない泉に顔を近づけ、少女は水を掬おうと口を開き、
「……ッ、」

　しかし動きを止めた。

　少女は泉の水面を、目を見開いて見つめていた。

水面に映った自分の顔を見ていたのではなかった。泉の中に、何かを見つけたのでもなかった。
少女は、水に映る自分の角、ひとりでに静電気を纏い、青紫色の光を放つ雷角を見ていた。

雷羊人は戦闘の際、相手に知られないよう放電でもって言葉の変わりとする。大人の雷羊人であれば誰でもできることであり、それは不思議なことではなかった。ただ時たま、優れた戦士が、他の戦士ではなく、角自身の声を聞いたということがあった。身に迫る危険を知らせたり、背後の敵の動きを細かに教えてくれたりしたと、激戦を終えて帰ってきた彼らは口を揃えて言うのだった。そしてこう話を締めくくった。角には精霊が宿っていて、いつでも我らを見守ってくれている、と。
少女はその話を信じるでもなく信じないでもなく、ただ他の子供たちと同様に、感心して聞いていたに過ぎなかった。放電による合図も習ってはいたが習熟には遠く、角からの声だって聞いたこともなかった。そもそもひとりでに角が放電することすらなかったのだ。

それが今、光っていた。それもただの紫でなく、青紫色に。
未熟な少女でも角が何を言いたいのかならば完璧に理解した。

角は逃げるな、と言っているのだ。

自分の未来は、自分の意思で決めなければ、と。

　少女は揺れる水面を前にして、動くことができなかった。

　たとえ死ぬことになっても、やはり飲みたくないのだと、そう思ったから。

　雷は、少女のその答えを聞いて頷いたように光を放つと、静かに消えていった。

　心は決まった。けれど体はもう駄目だ。影はもう傍に来ている。わき腹に牙が突き刺さるのは最早避けられない。

　少女は痛みに耐えるよう、瞳を閉じ――、
「……え？」

　しかし何も刺さらなかった。

　直前まで確かに存在を感じていた影は、まるで風にでもなってしまったかのように、少女の体を優しく撫でていった。
　少女はぼんやりと光を持った泉を亡羊として眺めながら、すとんと、後ろに尻もちをついた。

　泉に映った満月がてかてかと少女に笑いかけている。

　気づけば精霊晶、森の雨とも言われる緑色の光の珠が、あたり一面に飛びかっていた。それは少女を祝福するような、踊るような光の流れだった。

「………………………………………………………………、ふふ」

　旅ぶくろから長衣を引っ張りだして身に纏うと、少女は自分の精霊と泉とに礼をして、カペリアの樹に寄りかかり目を閉じた。憑き物の落ちたような、それは安らかな寝顔だった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～END~
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